
『独立学派の理論と実践の基礎』
上本町心理臨床オフィスではこれまで独立学派
の理論と方法を日常臨床に活かすためのセミナーを
開催してきました。

2024年度は、様々な臨床現場の文化や形を取り上げて講義を行う予

定ですが、加えて独立学派の知見をめぐる基礎セミナーも実施す
ることとしました。本セミナーでは、独立学派の重要な臨床家である　
バリント、フェアベーン、ウィニコット、後期ビオンを
取り上げ、その理論と実践に関する講義を行います。

上本町心理臨床オフィス　https://tachi-clinic.com/office-uehonmachi/

参加費：10,000円（全４回）／日曜AM10:00-12:00

Zoomを使ったオンラインの講義形式
対象：守秘義務を負った心理専門家・大学院生

参加申込締切：5月6日



　心理臨床の現場は無数にありふれています。理論も多く存
在しています。しかし、実際上の運用に耐えうるものとなる
と、決して多くはありません。このたび、長らくさまざまな
実践の現場で重宝されてきた理論を、オンライン上の講義形
式で皆さんにお伝えする機会を設けました。

上本町心理臨床オフィス　https://tachi-clinic.com/office-uehonmachi/

推薦図書：
『バリント入門』（金剛出版）
『ドナルド・ウィニコット』（誠信書房）

さまざまな現場や実践に活かせる諸理論と技法

2024年06月16日　マイケル・バリント　　　檜山笑
2024年08月18日　ロナルド・フェアベーン　筒井亮太
2024年10月20日　ドナルド・ウィニコット　早瀬三喜

司会：松岡・川崎・小池・守屋
2024年12月08日　後期W・ビオン                 淺田慎太郎

　独立学派の特徴は「現場主義」です。現場のニードや支援対象に合
わせて、フロイトとクラインらの理論を柔軟に取り入れながら適用し
てゆく姿勢が持ち味です。
　昨今の臨床現場は多様化しており、週複数回の個別面接を実践でき
る機会をもてる臨床家はほとんどいません。原理主義的な発想が生き
にくい状況です。こういう事態にこそ求められる視点を提供してくれ
るのが独立学派の叡智ではないでしょうか。
　きわめて現代のニードにマッチしているにもかかわらず、この独立
学派に絞ったセミナーはほとんど存在してきませんでした。今回は、
その第一世代に絞り、網羅的に解説することで、参加者の日々の臨床
に活かせる機会となるようにしたいと思います。奮ってご参加くださ
い。


